
地
熱
発
電
の
現
状
や
課
題
、技
術
動
向
な
ど
を
展
望
。商
機
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

地熱発電の課題克服へ第３回　新エネルギー促進検討会

国
際
石
油
開
発
帝
石
経
営
企
画
本
部
事
業
企
画
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ニ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
安
達
正
畝
氏

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
本
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
地
熱
・
電
力
部
副
部
長
有
木
和
春
氏

富
士
電
機
発
電
プ
ラ
ン
ト
事
業
部
火
力
・
地
熱
プ
ラ
ン
ト
総
合
技
術
部
担
当
部
長
山
田
茂
登
氏

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
井
上
裕
史
氏

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
と
、
そ
の
活
用
を
担
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
・
課
題
・
展
望

地
熱
資
源
開
発
の
技
術
と
流
れ

富
士
電
機
の
地
熱
発
電
へ
の
取
組
に
つ
い
て

地
熱
発
電
に
関
す
る
動
向

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
特
別
参
与
兼
地
熱
部
部
長
中
島
英
史
氏

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は

月

日
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

、
三
菱
総
合
研
究
所
と
共
同
で
、
東
京
・
八
重
洲
の
ベ
ル
サ
ー
ル
八
重
洲

で
「
第
３
回
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会
」
を
開
い
た
。
テ
ー
マ
は
地
熱
発
電
。
現
在
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
関
係
者
が
地
熱
発
電
の
現
状
や
課
題
な
ど
講
演
し
、
三
菱

総
研
が
世
界
市
場
な
ど
を
分
析
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
数
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

地
熱
開
発
制
度
の
現
状
と
今
後
の
課
題

クリーンエネルギー利用の安定電源

　
日
本
に
は
世
界
第
３
位
の
地

熱
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
し
か
し
、
約
２
０
０
０
万

中
、

万

程
度
し
か

開
発
さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。

　
地
熱
発
電
の
長
所
は

時
間

３
６
５
日
、
安
定
電
源
と
し
て

活
用
で
き
る
こ
と
。
日
本
全
国

に

カ
所

ユ
ニ
ッ
ト
の
発
電

所
が
あ
る
が
、
初
め
て
発
電
所

が
稼
働
し
て
以
来
、

年
間
の

利
用
率
は
平
均

％
で
原
子
力

発
電
所
の

％
よ
り
も
高
い
。

他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
比

較
で
は
太
陽
光
の
５
倍
、
風
力

の
３
倍
の
利
用
率
を
誇
る
。

　
ま
た
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

の
排
出
量
は
、
地
熱
発
電

は
小
水
力
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

投
下
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し

て
６
・
８
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

得
ら
れ
、
化
石
燃
料
と
比
べ
て

も
悪
く
な
い
。

　
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
開
発

か
ら

年
の
歴
史
が
あ
る
が
ハ

イ
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
の

た
め
、
事
業
者
の
再
投
資
意
欲

が
低
か
っ
た
。ま
た
、温
泉
事
業

者
と
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
や
、
自
然
公
園
の

特
別
地
域
内
は
調
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
環
境
影

響
評
価
に
最
長
４
年
か
か
り
、

開
発
全
体
で
は

年
を
超
え
る

の
で
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な

投
資
案
件
で
は
な
い
。
国
が

年
代
後
半
に
地
熱
開
発
の
予
算

を
激
減
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

　
現
在
で
は
政
府
が
経
済
性
に

関
す
る
施
策
を
展
開
し
、
改
善

さ
れ
て
い
る
。
自
然
公
園
で
の

開
発
も
優
良
事
例
で
あ
れ
ば
許

可
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

た
。
予
算
も
東
日
本
大
震
災
以

降
、
増
え
た
。
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
導
入

に
よ
り
、
１
万
５
０
０
０

以
上
で
１

時
で

円
、
そ

れ
未
満
は

円
で
経
済
性
の
面

で
良
く
な
っ
て
き
た
。
温
泉
事

業
者
の
反
対
運
動
に
は
、
リ
ス

ク
も
含
め
て
す
べ
て
の
情
報
を

提
供
し
て
理
解
を
求
め
て
い

る
。

地元理解得ながら探査・評価・開発・操業

経済合理的な開発カギ

　
地
熱
開
発
は
当
初
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
行
っ
て
い

た
が
、石
油
天
然
ガ
ス
金
属
鉱

物
資
源
機
構
に
移
管
し
、
本
年

９
月

日
に
業
務
を
開
始
し

た
。

　
地
熱
発
電
は

年
近
く
開
発

が
進
ま
な
か
っ
た
。
経
済
性
、

自
然
公
園
な
ど
自
然
環
境
と
の

関
係
、
温
泉
関
係
者
や
地
元
と

の
関
係
な
ど
の
阻
害
要
因
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。

　
日
本
地
熱
開
発
企
業
協
議
会

が
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
た
め
の
調
達
価

格
等
調
査
委
員
会
で
提
出
し
た

資
料
に
は
、
１

時
あ
た
り

・
８
円
を
要
望
し
た
。
一
般

家
庭
用
の
買
い
取
り
が

―

円
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
高

い
。
こ
れ
は
経
済
性
の
評
価
指

標
の
問
題
で
あ
り
、
火
力
発
電

同
様
の

年
で
考
え
る
と
高
い

が

年
で
考
え
る
と
他
の
電
源

と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
。

　
地
下
資
源
の
特
徴
と
し
て
見

つ
か
り
に
く
い
と
い
っ
た
探
査

リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

こ
の
リ
ス
ク
が
ま
っ
た
く
考
え

ら
れ
て
い
な
い
評
価
方
式
だ
っ

た
の
で
、
企
業
も
開
発
の
決
断

が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
地
熱
開
発
に
は
自
然
公
園
法

や
温
泉
法
の
許
可
の
問
題
が
あ

る
。
開
発
規
制
が
非
常
に
厳
し

い
。
発
電
量
が
７
５
０
０

を
超
え
る
場
合
は
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
も
必
要
に
な
る
。
ま

た
、
噴
気
が
ど
ん
ど
ん
上
が
る

よ
う
な
と
こ
ろ
を
掘
れ
ば
当
た

る
確
率
が
高
い
が
、
そ
の
よ
う

な
場
所
は
ほ
と
ん
ど
特
別
保
護

地
区
と
い
う
一
番
自
然
公
園
で

も
規
制
が
厳
し
い
エ
リ
ア
に
入

っ
て
い
る
。
た
だ
、
規
制
緩
和

も
少
し
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
地
質

構
造
の
把
握
と
探
査
精
度
の
向

上
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
運

転
に
向
け
た
技
術
の
向
上
、
温

泉
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
の
理
解
醸
成
―
が
あ
る
。
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
経
済

合
理
的
な
開
発
を
確
立
し
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
。

地産地消の小型発電に期待

　
地
熱
の
蒸
気
を
取
り
出
し
た

後
に
電
気
に
な
る
部
分
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
。
地
熱
流
体
を

取
り
出
し
た
後
、
セ
パ
レ
ー
タ

で
蒸
気
と
熱
水
に
分
離
し
て
熱

水
は
地
下
に
還
元
し
、
蒸
気
は

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
通
し
て
発
電

す
る
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
部
分

は
基
本
的
に
火
力
発
電
と
同
じ

仕
組
み
だ
。
熱
水
の
圧
力
を
下

げ
て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
減
圧

蒸
発
の
こ
と
を
「
フ
ラ
ッ
シ

ュ
」
と
呼
び
、
セ
パ
レ
ー
タ
で

気
水
分
離
す
る
仕
組
み
を
含
め

て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ク
ル
と
言

っ
て
い
る
。

　
最
近
の
技
術
で
は
、
セ
パ
レ

ー
タ
で
蒸
気
と
熱
水
を

・
９

％
以
上
分
離
で
き
て
い
る
が
、

１
０
０
％
は
難
し
い
。
霧
状
化

し
た
地
熱
水
に
は
腐
食
性
の
成

分
な
ど
が
溶
け
込
ん
で
お
り
、

配
管
か
ら
排
出
し
て
不
純
物
を

除
去
す
る
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
は

熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
転
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
し
、
タ
ー
ビ
ン

に
接
続
さ
れ
て
い
る
発
電
機
は

回
転
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
変

換
す
る
。

　
地
熱
蒸
気
の
特
徴
と
し
て
二

酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

を
主
体
と

し
た
火
山
性
の
ガ
ス
が
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
ガ
ス
は
上
流
で
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
に
そ
の
ま
ま
入
る
。
Ｃ

Ｏ
２
の
ほ
か
、
微
量
で
あ
る
が

金
属
腐
食
性
が
非
常
に
高
い
硫

化
水
素
ガ
ス
が
含
ま
れ
る
。

　
世
界
の
地
熱
発
電
の
設
備
容

量
は
現
在
約
１
１
０
０
万

あ
り
、
２
０
１
５
年
に
は
１
８

０
０
万

と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
最
近
５
年
間
の
日
本
メ
ー

カ
ー
の
実
績
は
海
外
で
計
１
０

０
万

近
い
設
備
を
建
設
し

て
い
る
。
現
在
設
計
中
、
製
作

中
、
建
設
中
の
設
備
は

万

だ
。

　
今
後
は
小
型
の
地
熱
発
電
に

期
待
し
て
い
る
。
蒸
気
が
出
る

ほ
ど
の
高
温
の
温
泉
が
あ
る
比

較
的
大
規
模
な
ホ
テ
ル
は
す
で

に
地
熱
発
電
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
に
普
及
す
れ
ば
目
に

見
え
た
形
で
地
産
地
消
の
電
気

に
な
る
。

世界３位、日本は高ポテンシャル

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
橋
本
　
道
雄
氏

ごあいさつ
　
日
本
は
地
熱
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
。
世
界
的
に
は
米
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
い
で
第
３
位
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
ま
た
、
地
熱

発
電
は
比
較
的
出
力
が
安
定
し
て
お

り
、
信
頼
性
が
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

り
な
が
ら
日
本
に
お
け
る
発
電
設
備

の
容
量
は
世
界
８
位
だ
。
ま
だ
ま
だ

開
発
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
昨
今

は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
の
高
ま

り
と
同
時
に
地
熱
発
電
に
対
す
る
期

待
も
高
ま
り
、
開
発
促
進
に
向
け
た

動
き
も
出
て
き
て
い
る
。
地
熱
発
電

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

北米はじめ投資拡大

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

Ｉ

Ｅ
Ａ

の
資
料
に
よ
る
と
、
２

０
２
０
年
の
世
界
の
地
熱
発
電

へ
の
投
資
は
北
米
が
大
き
く
伸

び
て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
つ
い
て

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
が
期
待

で
き
る
。
日
本
や
豪
州
な
ど
も

投
資
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
地

熱
発
電
に
よ
る
電
力
の
卸
売
価

格
は
、

年
時
点
で
は
発
電
コ

ス
ト
が
卸
売
価
格
を
か
な
り
上

回
っ
て
い
た
。
た
だ
、

年
ま

で
に
は
発
電
コ
ス
ト
が
卸
価
格

よ
り
下
が
る
と
予
測
す
る
。

　

年
の
発
電
力
量
に
占
め
る

地
熱
発
電
の
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
、
気
温
上
昇
を
２
度
Ｃ
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
世
界
全

体
の
２
％
台
を
占
め
る
と
予

測
。ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
が
進
ん
だ
場
合
は
３

％
台
に
な
る
と
み
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
は

年
ま
で
の
地
熱

開
発
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
つ

い
て
、

年
ま
で
は
地
熱
の
資

源
評
価
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
高
温
岩
体
発
電

Ｅ

Ｇ
Ｓ

の
プ
ラ
ン
ト
の
立
ち
上

げ
お
よ
び
規
模
拡
大
な
ど
の
方

向
性
を
示
し
て
い
る
。

　
地
熱
資
源
の
開
発
の
た
め
に

は
地
熱
の
３
要
素
と
言
わ
れ
る

熱
、
水
、
割
れ
目

器

が
必

要
で
あ
る
。
地
熱
資
源
の
探

査
、
評
価
、
開
発
・
建
設
、
操

業
の
四
つ
の
段
階
に
分
け
て
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。

　
探
査
の
段
階
は
地
質
調
査
、

物
理
探
査
、地
化
学
調
査
及
び

坑
井
調
査
を
実
施
し
て
、地
質

構
造
や
割
れ
目
の
分
布
状
況
、

温
度
構
造
、地
熱
流
体
の
性
状

や
流
動
状
況
な
ど
を
解
明
す

る
。地
熱
資
源
の
評
価
方
法
と

し
て
、
探
査
デ
ー
タ
の
総
合
解

析
に
加
え
て
、
噴
気
・
還
元
試

験
、
容
積
法
お
よ
び
貯
留
層
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
噴

気
・
還
元
試
験
で
は
坑
井
を
用

い
て
生
産
さ
れ
る
蒸
気
流
量
の

経
時
変
化
や
流
体
の
性
状
な
ど

を
確
認
す
る
。
容
積
法
は
地
熱

資
源
の
体
積
と
温
度
を
推
定

し
、
貯
留
し
て
い
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
算
出
す
る
。
貯
留
層
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
様
な

デ
ー
タ
を
統
合
し
て
定
量
的
な

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
地
熱
発
電

所
操
業
後
の
挙
動
を
予
測
し
て

地
熱
資
源
の
評
価
を
行
う
。
ま

た
、
地
熱
資
源
の
評
価
と
と
も

に
、
経
済
性
評
価
お
よ
び
環
境

影
響
調
査
を
実
施
す
る
。

　
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ

ィ
ー
の
結
果
、
事
業
化
が
可
能

と
判
断
さ
れ
る
と
、
生
産
井
と

還
元
井
の
掘
削
や
発
電
設
備
・

蒸
気
設
備
の
開
発
・
建
設
の
段

階
に
進
む
。

　
操
業
段
階
で
は
、
生
産
す
る

蒸
気
流
量
や
熱
水
流
量
、
還
元

流
量
を
計
測
し
、
流
体
の
地
化

学
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
坑
井
調
査

を
実
施
す
る
。
蒸
気
流
量
や
還

元
流
量
が
低
下
し
た
ら
、
そ
の

原
因
を
究
明
し
て
、
し
ゅ
ん
せ

つ
、
補
充
井
掘
削
な
ど
の
対
策

を
実
施
す
る
。
そ
し
て
設
備
の

維
持
管
理
と
と
も
に
、
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
自
然
の
恵
み
で

あ
る
地
熱
資
源
の
開
発
に
当
た

り
、
地
元
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １２月２６日 水曜日 　　


